
(4)２０２５年１１月１７日       か  い  な             第２４７５号        ２０２５年１１月１７日        か  い  な            第２４７５号(1) 

★ 「かいな」記事を WEB で読めます。「組合 かいな」で検索                       ★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。  連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org 

  

裁判・労働委員会スケジュール 

  以下に今後のスケジュールをお知らせします。 

定年後再雇用不当労働行為事件    11/17(月) 14:00 中央労働委員会会議室 

定年後再雇用賃金差別裁判      3/18(火)に和解が成立しました。 

2026 年春闘アンケート 
※組合ホームページからアンケート回答ができます：「各種アンケート かいな」で検索 

性別 ①男性 ②女性 ③その他・回答しない 

年令 ①１０代 ②２０代 ③３０代 ④４０代 ⑤５０代 ⑥６０才以上 

所属グループ ①日本ＩＢＭグループ ②キンドリルジャパングループ 

雇用 ①正社員 ②100%子会社社員 ③関連会社社員 

④プロフェッショナル・ブルー（日本 IBM グループの方） 

⑤シニア・プロフェッショナル（キンドリルジャパングループの方）⑥シニア契約社員 

⑦派遣社員 ⑧派遣社員 ⑨その他 (下枠に記入ください) 

バンド ①３ ②４ ③５ ④６ ⑤７ ⑥８ ⑦９ ⑧１０以上 

職種 ①SE 系(ITS/ITA/PM/PE/DPE 等) ②コンサル ③営業系 ④マーケティング系 ⑤事務系 

⑥サポート系(CE 等) ⑦本社系(F&P/人事/法務等) ⑧ＬＡＢ系 

⑨その他 (下枠に記入ください) 

組合 ①加入 ②未加入 

設問１ あなたの生活実感は、次のうちどれに該当しますか。もっとも近いものを選んでください。 

①かなり苦しい ②やや苦しい ③ややゆとりがある ④かなりゆとりがある 

設問２ あなたは、２０２５年にいくら賃上げを要求しますか。 

①５千円 ②１万円 ③２万円 ④３万円 ⑤４万円 ⑥５万円 ⑦６万円 ⑧７万円 

⑨８万円 ⑩９万円 ⑪１０万円以上 具体的金額 (半角数字）： 

設問３ いま職場でとくに不安・不満に感じることを３つ選んでください。 

①賃金 ②雇用・リストラ ③企業の将来 ④労働時間(残業・休暇など) 

⑤ただ働き(サービス残業) ⑥査定・評価 ⑦仕事の内容・しかた 

⑧過労・健康 ⑨職場の安全 ⑩賃金や処遇の差別 ⑪パワハラ ⑫セクハラ 

⑬社会保険未加入 ⑭正社員として働きたい ⑮雇い止め ⑯職場の人間関係 

⑰技能・技術の継承 ⑱人員不足 ⑲その他(具体的に： ) 

設問４ 会社の現状と将来についてご意見をお聞かせください。（＊半角２５０字まで） 

設問５ あなたが職場で現在困っていること、悩んでいることを 

お聞かせください。（ハラスメント・在宅勤務等）（＊半角２５０字まで） 

 

ご協力ありがとうございました。 

日本ＩＢＭでは１１月に入り本格的な人員削減

が行われています。組合には３連休明けの１１月

４日から退職勧奨に関する相談が入り始め、４日

からのわずか１週間に退職勧奨に関する相談が集

中的に入って来ています。 

これを裏付けるかのような海外メディアの情報

（要旨）は次の通りです▼ＩＢＭは２０２５年１

１月４日、今四半期に人員削減を実施すると発表。

ＩＢＭは声明で 「世界全体の従業員の（率にして）

１桁台前半に影響が及ぶ措置を実施する」とした。 

今回の人員削減の規模感 
 記憶に新しいところで２０２３年、２０２４年

の人員削減を思い出してみましょう。 

２０２３年には、ＩＢＭは２０２２年第４四半

期の決算発表と同日の１月２５日、従業員の１．

５％にあたる約３９００人の人員を削減する方針

を発表しました。２０２４年には、ＩＢＭは１月２

４日、２０２３年第４四半期の連結決算を発表し、

その中で２３年と同規模の人員を削減する方針を

発表しました。このように２０２３年、２０２４年

の人員削減の規模は両年とも全世界で１．５％程

度であり、両年とも上記のような短期間に退職勧

奨に関する相談が集中することもなかったわけで

す。 

一方、上記の海外メディアが報じた今回の１桁

台前半という率は、たしかに幅はありますが、上記

のような短期間に退職勧奨に関する相談が集中す

る傾向から、２０２３年、２０２４年の１．５％程

度よりかなり大きく、コロナ禍の中で行われた２

０２０年第４四半期の人員削減の規模感に匹敵す

ると推測されます。そうしますと、今回の人員削減

の規模感は４～５％、従業員約９千人と推定され

る日本ＩＢＭでは４００～５００人規模と見ても

けして多すぎることはないでしょう。 

今回の特徴もジョブ型リストラ 
今回の人員削減の特徴も近年と同様、ジョブ型

リストラです。 

ジョブ型リストラとは、ご存じのように、職務に

人を割り当てる「ジョブ型雇用」において、担当し

ていた職務が終了・廃止・縮小されたことなどを理

由に、その職務に就いていた従業員が削減される

ことです。日本に従来からある「メンバーシップ型

雇用」は「人に仕事をつける」雇用形態であるのに

対し、ジョブ型雇用は「仕事に人をつける」雇用形

態です。 

今回組合に寄せられた相談でも、業務のシステ

ム化、自動化 （Chatbot による問い合わせ対応の自

動化など）が計画されていて現行の人員数は必要

なくなる、スキルミスマッチでプロジェクト・アサ

インのない期間があり稼働率が低い、などと退職

勧奨面談で言われたケースがありました。 

しかし、そもそも従業員に仕事をアサインする

責任は会社にありますから、現行の仕事が終了・廃

止・縮小されても、仕事のない期間が生じないよう

会社が責任をもって仕事をアサインすべきです。 

今すぐ組合に加入しよう 
従業員の皆さん、今退職勧奨にあっている方、今

雇用の不安に直面している方は、今すぐ組合に加

入して、人員削減から雇用をまもりましょう。 

 さらに、将来退職勧奨にあうこと、将来雇用の不

安に直面することは、いつだれに起こるかわかり

ませんので、その前に今すぐ組合に加入して、人員

削減から雇用をまもりましょう。 

 組合へのご連絡は３面の「組合なんでも相談窓

口」までお願いします。ウェブからは組合トップペ

ージ上部にある「ご意見ご相談」をクリックし、記

入、送信して下さい。 

 

 

日本ＩＢＭで４Ｑに人員削減 

今すぐ組合に加入して雇用をまもろう！ 



(2)２０２５年１１月１７日       か  い  な             第２４７５号        ２０２５年１１月１７日        か  い  な            第２４７５号(3) 

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索                       ★ 「かいな」のバックナンバーが WEB で読めます。「組合 かいな」で検索 

 

組 合 な ん で も 相 談 窓 口 
会社名 事業所名 職 場 名 氏名 電話番号 

Kyndryl 六本木 サービスエクセレンス 笹目 芳太郎 080-5915-6329 

IBM 箱崎 コンサルティング カン ミニ 070-8786-0357 

IBM 箱崎 ＩＪＤＳ．産業事業部 猿渡 隆史 080-9099-6263 

     

事務所 

連絡先 

TEL 03-3583-9037 (月水金 13-16 時・除休日)   FAX 03-5562-0853 

メール: kumiai@jmitu-ibm.org   WEB: http://www.jmitu-ibm.org/ 

注）上記窓口は事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ 

法律相談 労働問題・民事一般相談受付（要予約） 

東京法律 

事務所 

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝  http://tokyolaw.gr.jp/ 

東京都新宿区四谷 1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代) 

旬報法律 

事務所 

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介、細永貴子 http://junpo.org/ 

東京都千代田区有楽町 1-6-8 松井ビル 受付 7F  TEL 03-3380-5311(代) 

桜木町 

法律事務所 

弁護士 岡田 尚 

横浜市中区山下町 207-2 関内 JS ビル 6 階  TEL 045-212-1503 

ほづみ 

法律事務所 

弁護士 穂積匡史   http://hozumi-shinyuri.jp/  TEL 044-959-3550 

川崎市麻生区上麻生 1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル 305 号 

 

（２面から続く） 

（２）昨年を大きく上回る物価高騰で労働者の生

活悪化が深刻となる中、昨年妥結を下回る回答が

約半数。要求に応えた回答も一部には見られるも

のの、会社業績など経営都合を押し付けた回答が

多数見受けられます。ある職場では、「会社業績が

おもわしくない。下期も悪い見込みで、今後どうな

っていくかも分からない」というような回答があ

りました。回答内容が悪くても、「あきらめ」で終

わらないことが大事です。 

まだ、年末闘争は始まったばかりです。会社があれ

これ低額回答の理由をつけるならば、組合が納得

できるだけの根拠を徹底的に明らかにする必要が

あります。その上で「どういう展望をもつのか」、

また「労働者の生活悪化にどこまで応える努力を

するのか」、最後までストライキや世論形成など職

場の運動、産別の仲間の支援、ねばり強い交渉を行

い、職場の仲間が確信をもち、２６春闘につながる

年末闘争となるよう全力をあげましょう。 

（３）ゼロ回答・回答延期・低額回答には、抗議の

ストライキを行い、年末一時金の要求が提出でき

ていない支部分会は、要求を確立・提出に全力をあ

げることが重要です。 

（４）日本ロール製造支部は、低額回答に抗議し、

要求実現をめざして明日８時半より１時間の時限

ストライキを決行！東洋精機製作所支部は、８時

半より２時間半のストライキ決行（舟渡サポート

センター）！小坂研究所支部は、短時間（１５分）

の時限スト決行！また、文化シヤッター支部は、７

日に１時間のストライキと週末の残業拒否を通

告！超音波工業支部は、７日の１６：００より１時

間のストライキを決行！ 

ＪＭＩＴＵ２５秋闘（続報） 

全国から新たに前進回答が続々 
ＪＭＩＴＵの２５秋闘は、後半戦を迎えていま

すが、新たに前進回答を引き出していますので、抜

粋して以下に紹介します。 

全国の状況（１１月６日現在） 

１１月６日現在の中央本部集計で、９８支部分

会が要求を提出し、４７支部分会が前進回答を引

き出しています。 

茨城・東京電機支部「役職手当の増額」、東京東

部・南千住エンジニアリング支部「１０月より賃金

カット回復」、モタイショーワ支部「スクラップ品

や放置品の処理を年内に実施」、長野・カネテック

支部「残業時の夜食手当を８００円に増額」、日酸

ＴＡＮＡＫＡ支部「人員増２名、労働災害各級の増

額」、前田製作所支部「定期健診２次健診の費用を

会社負担に」、長野ダイハツモータース支部「非正

規社員の時給を１０５０円から１０７０円に増

額」、静岡・河合連合支部「スポットクーラー増設、

空調服支給、電気炉の耐熱工事実施」、大阪・田辺

鉄工所支部 「クーラー設備修理、通路を補修、トイ

レ２か所をウオシュレット付の洋式化に実施、洗

濯機を増設、荷受け場のＬＥＤライト改善」、文化

シヤッター支部「雇用上限年齢を段階的に引き上

げ２０３１年度に満７０歳」などの回答を引き出

しています。 

東京地本の状況（１１月５日現在） 

 東京地本（東京地方本部）では、１１月５日現在、

３４支部分会が要求を提出し、２９支部分会が回

答を引き出しています。前回１０月２３日以降も

前進回答・前向きな回答が続いて

います。  

 「安全パトロールは事前に申し

入れがあれば受け入れる。熱中症

対策は、空調の効いた休憩所、飴、

エアクーラー、冷感タオル、空調服

支給（前田鉄工所支部）」、「住宅手

当（妻帯者）１４，５００円を１５，

０００円へ増額（小坂研究所支

部）」、「子の看護等休暇で、１子目

は有償５日＋無償５日＝１０日を

１子目は有償１０日（日本ロール

製造支部）」、「営業所の制服貸与数

増（リオン支部）」、「職場改善で前

進（砂川園）」、「社内の隠しカメラ

撤去と謝罪（大田地域支部・ＴＳＰ

分会）」、などの回答がありました。 

ＪＭＩＴＵ２５年末一時金闘争 

全国から取り組み、成果が続々 
ＪＭＩＴＵの２５年末一時金闘争は、全国の多

くの支部分会が、統一要求日の１０月２２日に、回

答指定日を１１月５日として年末一時金要求を提

出しました。以下に今年の年末一時金闘争の取り

組みを抜粋して紹介します。 

全国の状況（１１月６日現在） 

１０月２４日現在の中央本部集計で、８６支部

分会が要求書を提出しました。支部分会平均は１，

０３７，３２８円（３．４７ヶ月）、組合員平均１，

１１２，６１７円（３．５４ヶ月）となっています。

支部分会平均、組合員平均とも７桁の水準となっ

ています。 

（１）１１月６日現在の中央本部集計で、６５支部

分会が有額回答を引き出しました。有額回答の支

部分会平均は７３１，０１５円（２．４２ヶ月）、

組合員平均は７２９，０５４円（２．６３ヶ月）と

なっています。昨年同時期との比較では支部分会

平均で＋２９，３１９円（＋０．０９ヶ月）、組合

員平均＋２１，３４２円（＋０．０８ヶ月）となっ

ています。 

（２）特徴としては昨年を上回る回答を引き出し

ているところがある一方、昨年を下回る回答を押

し付けられているところが増えていることです。

昨年を上回る回答としては大阪・田辺鉄工所支部

では昨年初回回答額を約１４万円上回る８２万円

の初回回答を引き出し、茨城・東京電機支部では昨

年初回回答額を８万円上回る９０万円の初回回答

を引き出し、埼玉・日信工業支部は昨年初回回答額

を約７万円上回る７７万円などとなっています。

一方、初回回答額が３０万円以上下回った支部や

１０万円以上下回る回答を押し付けられたところ

もあり回答額のばらつきが大きくなっています。 

（３）このように納得がいかない回答にはストラ

イキに立ち上がるなど抗議し、回答を引き出す取

り組みが何より重要です。回答が出たらそのまま

にしないで、経営者に職場要請をしたり、一言メッ

セージに取り組み、どんなに小さい行動であって

も取り組むことが大事です。ストライキで抗議す

ることや一言メッセージに取り組み職場の労働者

の実態で要求を迫ることが重要です。小さな行動

でも取り組めば必ず要求の前進と組織の強化につ

ながります。 

（４）７日の統一行動日には低額回答に抗議し千

葉・三和機材支部では７日に２４時間ストライキ

を構え、千葉工場宣伝行動と会社へ要請、成田工場

昼休み時間で宣伝行動を実施する予定です。その

他、愛知・川本製作所支部では要求に誠実に対応し

ない会社の姿勢に抗議し２回にわたるストライキ

に立ち上がりました。神奈川・日本高周波支部は低

額回答に抗議し時間外拒否・外出・出張拒否、大阪・

田辺鉄工所支部では６日からのぼりの掲揚と腕

章・鉢巻、時間外・出張拒否、兵庫・甲南電機支部

は６日から組合旗掲揚・ワッペン就労を行ってい

ます。 

（５）物価高騰のもと、わたしたちの要求にはまだ

届いていません。厚生労働省が１１月６日に発表

した９月の毎月勤労統計調査（速報）では物価の変

動を反映した労働者１人当たりの実質賃金は、前

年同月比▲１．４となり、９ヶ月連続でマイナスな

りました。名目賃金は８月の１．３％から１．９％

へ増加したものの、物価の上昇率が３．１％から

３．４％なり、物価の上昇に賃金が追いつかず物価

高騰が生活を直撃しています。 

（６）年末闘争は２６春闘の前哨戦です。この年末

闘争で産別闘争と全員参加でどれだけがんばるか

が大事です。低額回答、納得のいかない回答などの

支部分会に対して本部・地協は、秋闘で引き出した

会社情報の分析や年末一時金闘争の中で情報開示

をもとめ企業分析するなどして、「どうしたら要求

に応える回答が出せるのか」、「企業の将来展望を

どうつくるのか」など要求に応える回答を示すよ

うに迫ります。また、産別団交を軸に増額回答を徹

底して追及していきます。物価高騰が生活を直撃

しているいま、一時金は生活給そのものであるこ

とを訴え、生活実態を基本につくり上げた要求に

執念をもってたたかうようにし、産別団交を軸に

産業別統一闘争を強化します。みんなが納得でき

る回答を引き出すまで職場の団結と統一闘争で年

末闘争をたたかい抜きましょう。 

東京地本の状況（１１月５日現在） 

東京地本（東京地方本部）では、１０月２２日の

年末一時金統一要求日には、２７支部分会が要求

を提出しました。要求は、支部分会平均１，０５７，

２３１円（３．３８ヵ月）、組合員平均１，１４１，

８９５円（３．４５ヵ月）となりました。 

（１）１１月５日の年末一時金回答指定日までに、

２１支部分会で有額回答を引き出しました。回答

内容は、支部分会平均７４５，６２２円（２．３８

ヶ月）、組合員平均７８２，７４７円（２．３４ヶ

月）で、昨年同時期にくらべ、支部分会平均で＋１

８，７７９円（＋０．０８ヶ月）、組合員平均で＋

７７，６９８円（＋０．２０ヶ月）となっています。

まだ、集約できていない職場も多数あるため、昨年

との正確な比較はできませんが、昨年同時期と比

べれば、単純平均も加重平均も上回っていますが、

昨年妥結時点と比べると、両方の平均とも下回っ

ています。（３面に続く） 


